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チャレンジ物質
依
存
症
患
者
の

支
援
モ
デ
ル
構
築
を
目
指
し
て

東
京
都
江
戸
川
区
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
ソ
テ
リ
ア

精
神
障
害
が
あ
っ
て
も

地
域
で
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て

　
東
京
都
江
戸
川
区
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

東
京
ソ
テ
リ
ア
は
、
平
成
21
年
4
月
の
設
立
以
来
、

重
度
の
精
神
障
害
が
あ
っ
て
も
当
た
り
前
に
地
域
で

暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
、
地
域
精
神
保
健
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
主
な
事
業
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
東
京
ソ

テ
リ
ア
ハ
ウ
ス
」
を
は
じ
め
、
障
害
の
あ
る
人
の
生

活
や
就
労
に
関
す
る
相
談
・
支
援
を
行
う
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
（
Ⅰ
型
）「
は
る
え
野
」
や
就
労
継

続
支
援
Ａ
型
事
業
所
、
訪
問
看
護
事
業
所
、
ヘ
ル
パ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
開
設
。
運
営
す
る
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
江
戸
川
区
か
ら
高
次
脳
機

能
障
害
者
支
援
事
業
な
ど
を
受
託
し
て
い
る
。

　
支
援
方
針
と
し
て
は
、
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
と

対
等
な
関
係
を
築
き
、
当
事
者
自
身
で
主
体
的
に
支

援
の
方
法
を
選
択
で
き
る
こ
と
や
、
抗
精
神
病
薬
の

み
に
依
存
し
な
い
回
復
を
目
指
し
、
ピ
ア
ス
タ
ッ
フ

も
支
援
に
携
わ
る
こ
と
が
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
法
人
は
、
平
成
30
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
物
質
依
存
症
患
者
居
住
定
着
促
進
モ
デ
ル
開

発
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　
同
事
業
で
は
、
医
療
・
福
祉
・
保
健
な
ど
多
機
関

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
的
に
、
①
物
質
依

存
症
患
者
支
援
モ
デ
ル
開
発
事
業
実
行
委
員
会
、
②

薬
物
依
存
を
中
心
と
し
た
物
質
依
存
に
対
す
る
居
住

定
着
支
援
モ
デ
ル
事
業
、
③
講
習
会
、
④
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
な
ど
を
実
施
し
た
。

　
助
成
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
同
法
人

担
当
者
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
薬
物
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
物
質
依
存
は
、
適

切
な
治
療
と
支
援
に
よ
り
十
分
に
回
復
が
可
能
な
疾

患
で
あ
る
一
方
、
依
存
症
の
治
療
を
行
う
医
療
機
関

や
情
報
が
少
な
く
、
物
質
依
存
に
関
す
る
効
果
的
な

治
療
方
法
が
乏
し
い
こ
と
に
加
え
、
支
援
す
る
側
の

知
識
や
支
援
技
法
が
十
分
で
は
な
く
、
苦
手
意
識
な

ど
に
よ
り
依
存
症
患
者
が
必
要
な
治
療
を
受
け
ら
れ

な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
精
神
障
害
や
さ
ま

ざ
ま
な
依
存
症
を
重
複
し
て
抱
え
て
い
る
人
も
多

く
、地
域
へ
の
定
着
が
難
し
い
こ
と
が
課
題
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
助
成
事
業
で
は
多
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
と
サ
ー
ビ
ス
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
依
存

症
に
関
す
る
正
し
い
理
解
や
モ
デ
ル
事
業
の
普
及
啓

発
に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

　
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
連
携
団
体
の
精
神

障
害
者
支
援
に
関
わ
る
専
門
職
で
構
成
す
る
物
質
依

存
症
患
者
支
援
モ
デ
ル
開
発
事
業
実
行
委
員
会
を
開

催
し
、
課
題
の
共
有
や
検
討
、
事
業
の
進
捗
管
理
等

を
行
っ
た
。

自
立
生
活
に
向
け
た
心
理
教
育

「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施

　
薬
物
依
存
を
中
心
と
し
た
物
質
依
存
に
対
す
る
居

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

国
庫
補
助
金
や
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障

害
者
な
ど
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に

対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
特
定
非
営

利
活
動
法
人
東
京
ソ
テ
リ
ア
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。

 WAM から ひと言

　依存症を抱える方は、治療を行ってい
る医療機関の情報や効果的な治療法が乏
しいことに加え、支援する側の知識や支
援方法が十分ではないことから、必要な
治療を受けられないという現状がありま
す。そのため依存症は、なかなか地域の
社会資源につながりにくいという課題が
ありますが、関係機関と連携して取り組
まれました。
　また、運営委員会を中心に実施体制が構
築されており、行政や各事業所と連携が図
られたほか、支えられた人が支える側にな
る（ピアサポーター）という理念をもっ
て取り組まれたことも高く評価します。
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住
定
着
支
援
モ
デ
ル
事
業
で
は
、福
祉
・
医
療
・
保
健

と
の
連
携
に
よ
り
、薬
物
依
存
を
中
心
と
し
た
物
質
依

存
症
患
者
に
対
す
る
社
会
参
加
と
問
題
解
決
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
「
薬
物
依
存
症
患
者
の
自
立
生
活
に

向
け
た
心
理
教
育
事
業
」と「
薬
物
依
存
を
中
心
と
し

た
物
質
依
存
に
対
す
る
居
住
定
着
支
援
事
業
」
の
２

つ
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
た
。
物
質
依
存
の
な
か

で
も
依
存
対
象
を
薬
物
に
限
定
す
る
こ
と
で
、
よ
り

統
一
さ
れ
た
支
援
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
た
。

　「
薬
物
依
存
症
患
者
の
自
立
生
活
に
向
け
た
心
理

教
育
事
業
」
で
は
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
（
ス
マ
ー
プ
）

と
い
う
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
だ
。

　「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
は
物
質
依
存
に
特
化
し
た
治
療

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
刑
罰
の
み
で
は
薬
物
・
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
か
ら
の
回
復
は
難
し
く
、
依
存
症
を
自
分

の
意
志
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、『
病
気
』
と
し

て
捉
え
、
適
切
な
支
援
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
当
事
者
の
地
域
で
の
居
場
所
と
し
て

の
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
た
と
え
薬
物
を
再
使
用
し

て
も
通
報
す
る
場
で
は
な
い
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て

お
り
、
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
通
い
続
け
て
も
ら
う
こ

と
を
何
よ
り
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
持
続
性
や

自
主
性
に
よ
り
最
終
的
に
改
善
に
つ
な
げ
る
と
い
う

考
え
方
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
医
療
機
関
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
地
域

の
な
か
で
実
施
す
る
こ
と
は
新
し
い
取
り
組
み
で
し

た
」（
塚
本
さ
や
か
氏
）。

　
全
24
回
で
構
成
す
る
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
運
営
す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
内
で
毎
週

日
曜
日
の
16
～
18
時
に
開
催
し
、
薬
物
依
存
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存

か
つ
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
な

ど
が
重
複
し

た
者
で
あ
っ

て
、
地
域
で

の
安
定
し
た
居
住
に
問
題
を
抱
え
る
当
事
者
4
人
が

参
加
し
た
。

　
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ
に
つ
い
て
、

同
法
人
ス
タ
ッ
フ
の
中
西
章
子
氏
は
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。

　「
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
始
前
に
、
当
事
者
自
身
が
1

週
間
の
物
質
使
用
状
況
を
振
り
返
り
、
再
使
用
や
欲

求
の
状
態
を
色
分
け
し
た
シ
ー
ル
を
カ
レ
ン
ダ
ー
に

貼
り
、
可
視
化
し
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
ワ
ー
ク

ブ
ッ
ク
に
沿
っ
て
物
質
依
存
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
心
身
の

影
響
な
ど
を
学
習
し
た
り
、
参
加
者
同
士
が
薬
物
を

使
用
し
た
き
っ
か
け
や
引
き
金
に
な
る
こ
と
な
ど
を
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地域活動支援センター「はるえ野」

薬物依存症患
者の自立生活
に向けた心理
教 育 と し て

「SMARPP
プログラム」
を実践

特定非営利活動法人東京ソテリア
物質依存症患者居住定着促進モデル開発事業

平成30年度事業

助成額
450 万円

【事業概要】
　薬物依存を中心とした物質依存に対する居住定着支援の実
施により、多機関とのネットワークの構築とサービス効果の
検証を行うとともに、講習会やシンポジウムを開催し、依存
症に対する正しい理解やモデル事業の普及を図り、物質依存
症患者の自立生活と居住定着を促進する事業

【実施内容】
◆�物質依存症患者支援モデル開発事業実
行委員会の開催
連携団体の精神障害にかかる専門職等
で構成する実行委員会を開催し、事業
の進捗管理や課題の検討を行う

◆�薬物依存を中心とした物質依存に対す
る居住定着支援モデル事業の実施
物質依存症患者の社会参加および問題
解決を図ることを目的に、薬物依存症
患者の自立生活に向けた心理教育と個
別対応による居住定着支援の2つのモ
デル事業を実施

◆講習会の開催
依存症患者の支援技法の向上を図るた
め、講師を招いた講習会を開催し、モ
デル事業を踏まえたケース検討を実施

◆シンポジウムの開催
依存症に対する
正しい理解の普
及を図るため、
医療・福祉・行
政関係者、地域
住民を対象にし
たシンポジウム
を開催

【成果】
◆薬物依存症患者の自立
生活に向けた心理教育
「SMARPP プログラ
ム」（全24回）には4
人の依存症患者が参加
し、全員が修了するこ
とができた
◆居住定着支援では、依存症にともなう精神健
康問題にかかる相談支援を福祉従事者、医師
等により行い、延べ112人に対して個別対応
した
◆依存症患者への支援技法の向上を目的とした
講習会（2回）は、医療・福祉・保健の専門
職をはじめ、行政関係者、障害者家族など延
べ60人が参加。シンポジウムは101人が参
加し、県外からの参加者も多く、アンケート
結果から満足度が高いことがうかがえた

▼
　SMARPPプログラムを地域のなかで行うとい
う新しい取り組みのなかで「夕食付 SMARPP」
として実施することにより治療的な側面だけで
なく、依存症患者の地域での居場所となった。
また、依存症支援の普及・啓発に取り組むこと
により、地域の多機関との連携体制が強化され、
ネットワークのなかで依存症患者を支える一歩
となった

事業概要
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話
し
あ
い
、
互
い
に
確
認
し
な
が
ら
対
処
法
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
自
己
受
容

に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」。

治
療
的
な
側
面
だ
け
で
な
く

依
存
症
患
者
の
居
場
所
に

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
了
後
は
、
毎
回
、
夕
食
の
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
を
提
供
し
て
参
加
者
が
一
緒
に
食
事
を
す

る
時
間
を
設
け
た
。

　「
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
は
、
金
銭
管
理
が
で
き

ず
、
お
金
が
あ
れ
ば
依
存
す
る
も
の
に
使
っ
て
し
ま

い
、
ま
と
も
な
食
事
を
し
て
い
な
い
人
も
少
な
く
な

い
た
め
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
曜
日
の
夕
方
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
る
理
由
は
、
日
曜
日
は
医
療
機
関
や

支
援
機
関
が
閉
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
、

と
く
に
夕
方
は
さ
み
し
く
な
る
時
間
帯
の
た
め
、
人

と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
の
考
え
か

ら
で
す
」（
中
西
氏
）。

　
夕
食
付
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
依
存
症
患
者

に
と
っ
て
の
地
域
で
の
居
場
所
と
も
な
り
、
参
加
者

全
員
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

た
。

　
継
続
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

以
前
に
比
べ
ス
リ
ッ
プ
（
再
使
用
の
状
態
を
指
す
）

の
回
数
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
自
分
を
大
切
に
し
て

健
康
に
気
を
遣
う
な
ど
、
生
活
の
質
を
改
善
し
て
い

く
変
化
が
み
ら
れ

た
と
い
う
。

精
神
健
康
問
題
に
対
す
る

個
別
支
援
を
実
施

　「
薬
物
依
存
を
中
心
と
し
た
物
質
依
存
に
対
す
る

居
住
定
着
支
援
事
業
」で
は
、物
質
依
存
に
伴
う
精
神

健
康
問
題（
抑
う
つ
・
不
安
・
退
行
・
家
庭
内
暴
力
・

対
人
関
係
・
受
療
行
動
等
）に
対
す
る
個
別
支
援
を

福
祉
従
事
者
や
医
師
な
ど
に
よ
り
行
い
、
必
要
に
応

じ
て
家
庭
訪
問
や
関
係
機
関
へ
の
同
行
支
援
を
実
施

し
た
。

　
対
象
は
、
個
別
の
ケ
ー
ス
支
援
が
必
要
な
物
質
依

存
症
患
者
と
し
、
助
成
期
間
中
（
平
成
30
年
4
月
～

31
年
3
月
）
に
延
べ
１
１
２
人
に
対
し
て
継
続
的
な

支
援
を
行
っ
た
。
　

　「
個
別
支
援
で
は
、
地
域
で
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
生
活
保
護
等
の
受
給
手
続
き
を
は
じ
め
、
日
常
生

活
の
健
康
管
理
の
た
め
に
専
門
の
医
療

機
関
や
法
人
内
外
の
訪
問
看
護
、
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
つ
な
げ
ま

し
た
。
課
題
と
な
る
金
銭
管
理
に
つ
い

て
は
、
成
年
後
見
制
度
を
利
用
し
、
後

見
人
や
保
佐
人
に
通
帳
の
管
理
を
お
願

い
し
、
毎
日
の
金
銭
管
理
等
を
地
域
の

支
援
団
体
な
ど
に
依
頼
し
て
生
活
の
基

盤
を
整
え
ま
し
た
。
個
別
支
援
を
行
っ

た
当
事
者
に
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
紹
介
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
」（
中
西
氏
）。

依
存
症
患
者
支
援
の

普
及
・
啓
発
を
図
る

　
そ
の
ほ
か
助
成
事
業
で
は
、
依
存
症
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依存症患者への支援技法の向上を図ることを目的にした講習
会（2回）には、延べ 60 人が参加

平成30年11月に開催したシンポジウムに
は、福祉サービス従事者や精神科の医療関係
者、保健所の職員、地域住民など101人が参
加した

プログラムの開始前には、当事
者自身が前週の物質使用状況を
振り返り、再使用や欲求の状態
をシールで可視化した

毎回、プログラムの終了後は夕食の
カレーライスを提供。参加者にとっ
て人との絆を感じられる場所とな
り、継続的な参加につながった

特定非営利活動法人
東京ソテリア  支援スタッフ
　
中西章子氏

臨床心理士、社会福祉士、
精神保健福祉士

john
WAM PDF用



●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

 お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
患
者
へ
の
支
援
技
法
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
支
援
者
を
対
象
に
し
た
講
習
会
を
2
回
開
催
し

た
。

　
1
回
目
の
講
習
会
で
は
、
東
京
都
近
郊
の
支
援
者

に
広
く
声
か
け
を
し
て
、
精
神
保
健
福
祉
分
野
の
従

事
者
を
は
じ
め
、
医
療
・
保
健
・
行
政
関
係
者
や
障

害
者
家
族
な
ど
40
人
が
参
加
。
2
回
目
は
、
よ
り
地

域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
醸
成
す
る
た
め
、
対
象

エ
リ
ア
を
江
戸
川
区
に
限
定
し
、
20
人
が
参
加
し

た
。

　
講
習
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
発
し
た
松
本
俊
彦
医
師
を
講
師
に
招

き
、「
物
質
依
存
症
患
者
の
自
立
生
活
と
居
住
定
着
に

お
い
て
必
要
な
支
援
」を
テ
ー
マ
に
し
た
講
義
を
は
じ

め
、
モ
デ
ル
事
業
を
踏
ま
え
た
ケ
ー
ス
検
討
な
ど
を

行
い
、
実
際
の
支
援
に
役
立
て
る
知
識
を
学
ん
だ
。

　
さ
ら
に
、
平
成
30
年
11
月
に
は
、
依
存
症
に
対
す

る
居
住
定
着
支
援
に
関
す
る
正
し
い
理
解
の
普
及
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
や
精
神
科
の
医
療
関
係

者
、
保
健
所
の
職
員
、
地
域
住
民
な
ど
１
０
１
人
が

参
加
し
た
。
遠
方
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
か
ら
も
満
足
度
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え

た
。

　「
依
存
症
に
対
す
る
偏
見
も
あ
り
、
依
存
症
患
者

が
地
域
で
居
住
定
着
す
る
た
め
に
は
、
正
し
い
知
識

を
広
く
周
知
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
依
存
症
は
福
祉
の
な
か
で
も
対
象
外
に

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、『
依
存
症
の
人
＝
自
分
た
ち

の
手
に
負
え
な
い
人
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
福
祉
関

係
者
に
あ
る
の
で
す
が
、
依
存
症
へ
の
理
解
が
深
ま

る
こ
と
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
依
存
症
の
こ
と

を
き
ち
ん
と
取
り
扱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大

き
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」（
中
西
氏
）。

助
成
事
業
を
通
し
て

地
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
治
療
面
だ
け
で
な
く

依
存
症
患
者
の
地
域
で
の
居
場
所
と
な
る
と
と
も

に
、
地
域
の
多
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ

れ
、
双
方
の
取
り
組
み
を
理
解
し
た
う
え
で
そ
れ
ぞ

れ
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
依
存
症
患
者
を
支
え

て
い
く
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
同
法
人
は
平
成
30
年
度
に
続
き
、
31
年
度
の
助
成

事
業
を
活
用
し
、
依
存
症
患
者
に
対
す
る
居
住
定
着

支
援
を
継
続
し
て
い
る
。

　
平
成
31
年
度
は
対
象
者
を
物
質
依
存
以
外
の
依
存

症
も
含
め
る
よ
う
に
広
げ
、「
依
存
症
患
者
に
対
す
る

居
住
定
着
支
援
モ
デ
ル
事
業
」と
し
て
い
る
。サ
ー
ビ

ス
効
果
の
検
証
に
力
を
入
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
前
後
で

当
事
者
が
自
分
の
感
情
を
評

価
し
、
そ
の
変
化
を
み
る
評

価
ス
ケ
ー
ル
を
用
い
た
効
果

測
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
支
援
機
関
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
た

め
、
先
進
的
に
依
存
症
患
者

の
支
援
を
行
う
関
係
機
関
と

ケ
ー
ス
検
討
な
ど
を
行
う
意

見
交
換
会
を
定
期
的
に
開
催

す
る
ほ
か
、
当
事
者
の
家
族

の
声
を
聞
く
た
め
に
家
族
会

を
立
ち
上
げ
て
支
援
に
活
か

し
て
い
る
。

　
地
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、
依
存
症
患
者

を
支
え
る
同
法
人
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
全
国
に
広
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　病院で開発された「SMARPP プ
ログラム」を地域のなかで行うことは
新しい取り組みでしたが、継続的にプ
ログラムを受けることにより、依存症
患者の症状や生活の質の改善につな
がったことは成果となりました。
　医療現場で実施する際は、医師の指示のもと治療の一環
としてプログラムを受けるのに対し、地域のなかで行う場
合は、当事者自身が自主的に必要だと感じて参加している
ため、自発性を育むことができ、それが自分のことを大事
にして生活の質を改善することに結びついているのではな
いかと思います。
　さらに、精神障害をもつ人が集う地域活動支援センター
で行うことにより、その人たちに向けてもメッセージを発
信することができたと思いますし、支援に関わる職員の気
持ちも変わり、対支援者の効果としても大きかったと感じ
ています。

特定非営利活動法人東京ソテリア

法人事務局　塚本  さやか氏

地域でプログラムを行うメリット

〒132－0031　東京都江戸川区松島 4－46－2
T E L： 03－5879－4970
F A X： 03－5879－4971
U R L： https://soteria.jp/
設　　立：平成 21 年 4 月
代表理事：野口　博文

◆団体概要
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